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平成 19 年 3 月期 第 3四半期財務・業績の概況（非連結） 
                                     

                                    平成 19 年 1 月 22 日 

 

会 社 名  ピープルスタッフ株式会社        
（ＵＲＬ http://www.peoplestaff.co.jp）           （JASDAQ・コード番号：２３２４） 

 

 

代  表  者 役職名 代表取締役社長  氏 名 日比野 三吉彦 

問合せ先責任者 役職名 常務取締役    氏 名 佐々木  邦子      TEL(052)953-5339 

 
 

1. 四半期財務情報の作成等に係る事項 

①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無            ： 有 

・税金費用について、簡便な方法を採用しております。 

②最近会計年度からの会計処理の方法の変更の有無            ： 無 
 

2．平成 19 年 3 月期第 3四半期財務・業績の概況（平成 18 年 4 月 1 日～平成 18 年 12 月 31 日） 

(1)経営成績の進捗状況                           （百万円未満切捨て） 

 売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 
四半期(当期) 

純 利 益 

19年 3月期第3四半期 

百万円 ％

22,494 ( 9.1）

百万円 ％

896 (24.1）

百万円 ％ 

896 (23.2） 

百万円 ％

489 (26.6）

18年 3月期第3四半期 20,619 (20.5） 722 (57.7） 727 (59.8) 386（43.0）

(参考)18 年 3 月期 27,959 962 969 502 

(注)売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率であります。 

 
1 株当たり四半期

（当期）純利益 

潜在株式調整後 

1株当たり四半期（当期）純利益 

19年 3月期第3四半期 

円 銭

 11,993  96

円 銭

11,968  84

18年 3月期第3四半期 9,477  18 ― ―

(参考)18 年 3 月期 11,816  85 11,797 77

(注)1.平成 17 年 5 月 20 日付をもって普通株式 1株を 2株に分割しており、1株当たり四半期純利益は株式分割が

期首に行われたと仮定して計算しております。 

  2.平成 18 年 2 月 1日をもって子会社 1社を吸収合併いたしました。よって当期は連結財務諸表の作成は行っ

ておりません。 

[経営成績の進捗状況に関する定性的情報等] 

当第 3 四半期における我が国経済は、戦後最長の景気拡大を記録した後も、企業の底堅い設備投資を背景に、

緩やかな回復基調が継続しました。このような環境のもと、当社が事業基盤を置く中部地区経済は一際好調で、当

社業績はほぼ計画通りに推移いたしました。 

一方で中部地区の有効求人倍率の高さを反映し、新規登録者の確保は依然厳しい状況が続く中、当第 3 四半

期の月平均稼働者数は過去最高となり、売上高に関しましても今期に入り最も伸長いたしました。当社主力の一般

派遣事業においては、ミッドランドスクエア支店や金融課の新設による効果が大きく、高成長を続ける専門事業に

おいても医療福祉事業の拡大が稼働者増に寄与しました。販管費に関しましては計画に対し、極力抑制すること

に努めました。 
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 以上の結果、売上高は 224 億 94 百万円（前年同期比 9.1％増）、経常利益は 8億 96 百万円（同 23.2％

増）、四半期純利益は 4億 89 百万円（同 26.6％増）となりました。 

(2)財政状態の変動状況                             

 

 
総 資 産 純 資 産 自己資本比率 1株当たり純資産 

 

19年 3月期第3四半期 

百万円

7,424 

百万円

3,646 

   ％ 

49.1 

円 銭

89,297  96 

18年 3月期第3四半期 6,776 3,360 49.6 82,358  04 

(参考)18 年 3 月期 7,271 3,457 47.5  84,238 81 

  

[財政状態の変動状況に関する定性的情報等] 

当第 3四半期末における財政状態は、前会計年度末から比較いたしますと、資産の部では、流動資産が

99 百万円増加して 59 億 28 百万円となり、固定資産は 53 百万円増加して 14 億 96 百万円となりました。

この結果、総資産は 74 億 24 百万円となりました。 

 負債の部は、流動負債が 65 百万円減少して 34 億 32 百万円となり、固定負債は 29 百万円増加して 3億

45 百万円となりましたので、負債合計は 37 億 78 百万円となりました。 

 また、純資産の部は利益剰余金の増加等により 1億 88 百万円増加し、36 億 46 百万円となりました。こ

れにより当第 3四半期末の自己資本比率は 49.1％となり、前会計年度末から 1.6 ポイント増加いたしまし

た。 

 

○添付資料 

 （要約）四半期貸借対照表、（要約）四半期損益計算書 

以上 

[参 考] 

平成 19 年 3 月期の業績予想（平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 

通 期 

百万円

30,500 

百万円 

1,100 

百万円

620 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期）15,183 円 43 銭 

* 上記の予想は、本資料の発表日現在における入手可能な情報および将来の業績に影響を与える不確実な要因

に係る仮定を前提としています。実際の業績は、今後の様々な要因により予想数値と異なる結果となる可能

性があります。 
 

[業績予想に関する定性的情報等] 

業績予想につきましては平成 18 年 11 月 20 日公表の数値を修正しておりません。 
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[添付資料] 

 

１．（要約）四半期貸借対照表 

                                        （単位：百万円、％） 

当四半期 

（平成19年3月期

第 3四半期末） 

前年同四半期 

（平成 18 年 3月期

第 3四半期末） 

増 減 
（参考） 

平成 18 年 3月期 科  目 

金  額 金  額 金 額 増減率 金  額 

（資産の部）      

Ⅰ 流動資産      

1 現金及び預金 2,240 2,014 225  2,255

2 受取手形及び売掛金 3,375 2,934 441  3,357

3 貯蔵品 23 17 5  23

4 前払費用 126 111 14  50

5 繰延税金資産 127 83 44  127

6 その他 35 20 15  14

 貸倒引当金 △0 △0 △0  △0

流動資産合計 5,928 5,181 747 14.4 5,829

Ⅱ 固定資産      

1 有形固定資産   

 (1)建物 136 118 18  132

 (2)車両運搬具 24 24 △0  24

 (3)器具備品 88 95 △6  98

 (4)土地 3 3 ―  3

有形固定資産合計 254 242 11 4.7 259

2 無形固定資産 257 185 71 38.5 214

3 投資その他の資産   

 (1)投資有価証券 150 178 △28  182

(2)関係会社株式 ― 264 △264  ―

 (2)差入保証金 398 358 40  370

 (3)繰延税金資産 142 82 59  133

 (4)施設利用会員権 70 70 ―  70

 (5)長期性預金 210 200 10  200

 (6)その他 12 11 1  12

  貸倒引当金 △0 ― △0  △0

投資その他の資産合計 984 1,167 △182 △15.6 969

固定資産合計 1,496 1,595 △99 △6.2 1,442

  資産合計 7,424 6,776 647 9.6 7,271
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                                         （単位：百万円、％） 

当四半期 

（平成 19年 3月期

第 3四半期末） 

前年同四半期 

（平成 18 年 3月期

第 3四半期末） 

増 減 
（参考） 

平成 18 年 3月期 科  目 

金  額 金  額 金 額 増減率 金  額 

（負債の部）      

Ⅰ 流動負債      

1 短期借入金 100 100 ―  ―

2 未払金 179 146 32  249

3 未払費用 2,143 2,069 73  2,078

4 未払法人税等 156 163 △7  318

5 未払消費税等 264 320 △55  386

6 預り金 443 259 184  270

7 賞与引当金 119 94 25  189

8 仮受金 24 4 20  5

流動負債合計 3,432 3,158 273 8.7 3,497

Ⅱ 固定負債      

1 役員退職慰労引当金 181 171 10  174

2 退職給付引当金 164 86 77  141

固定負債合計 345 258 87 34.1 316

負債合計 3,778 3,416 361 10.6 3,814

（純資産の部）    

Ⅰ 株主資本   

1 資本金 688 ― ― ― ―

2 資本剰余金 677 ― ― ― ―

3 利益剰余金 2,435 ― ― ― ―

4 自己株式 △193 ― ― ― ―

株主資本合計 3,607 ― ― ― ―

Ⅱ 評価・換算差額等   

1 その他有価証券評価差額金 39 ― ― ― ―

評価・換算差額等合計 39 ― ― ― ―

純資産合計 3,646 ― ― ― ―

負債及び純資産合計 7,424 ― ― ― ―

（資本の部）   

Ⅰ 資本金 ― 683 ― ― 683

Ⅱ 資本剰余金 ― 673 ― ― 673

Ⅲ 利益剰余金 ― 1,952 ― ― 2,047

Ⅳ その他有価証券 
評価差額金 

― 49 ― ― 51

資本合計 ― 3,360 ― ― 3,457

負債及び資本合計 ― 6,776 ― ― 7,271
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２．（要約）四半期損益計算書 

                                         （単位：百万円、％） 

当四半期 

（平成 19 年 3月期 

 第 3四半期） 

前年同四半期 

（平成 18 年 3月期

  第 3四半期） 

増 減 
（参考） 

平成 18 年 3月期科  目 

金  額 金  額 金 額 増減率 金  額 

Ⅰ 売上高 22,494 20,619 1,874 9.1 27,959

Ⅱ 売上原価 18,271 16,928 1,342 7.9 22,922

売上総利益 4,223 3,691 532 14.4 5,037

Ⅲ 販売費及び一般 

  管理費 
3,327 2,969 358 12.1 4,074

営業利益 896 722 173 24.1 962

Ⅳ 営業外収益 2 9 △7 △74.2 11

Ⅴ 営業外費用 2 4 △2 △49.2 4

経常利益 896 727 168 23.2 969

Ⅵ 特別利益 ― 0 △0 △100.0 0

Ⅶ 特別損失 31 46 △15 △32.9 109

税引前四半期（当期）

純利益 
865 681 183 27.0 860

税金費用 375 294 81 27.5 357

四半期（当期）純利益 489 386 102 26.6 502

 

 

 

四半期財務情報の作成のための基本となる事項 

 当社は、中間財務諸表等の作成基準をベースとしつつ、以下のとおり投資家等の利害関係者の判断を大きく誤

らせない範囲で一定の簡便な手続きを採用しております。 

 

（簡便な手続きの内容） 

税金費用の計算方法 

 四半期会計期間に係る税金費用については、税引前四半期純利益を基礎として算出される四半期会計期間の負

担すべき税額を計上しております。 

 


